
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立日進小学校 ）     学校番号 ０５１                        

目 指 す 学 校 像 
「はじめに子どもありき」の教育 
 ○児童一人ひとりが輝く学校 ○保護者にとって通わせてよかった学校 
 ○地域にあってよかった学校 ○教職員にとって勤めてよかった学校 

     
 

 

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律と個別最適な学びによる確かな学力の育成 

２ 子どもが安心・安全に過ごせる教育環境の整備 

３ 学校・家庭・地域が目標やビジョンを共有し連携・協働する開かれた学校づくり 

４ 子どもに寄り添い、学び続ける教職員の資質向上 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

１ 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調

査では、全国、市平均と比べやや低い結果

である。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調

査の結果分析から、「課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組むこと」

に課題があり、設問に対する無回答率が高

い傾向がみられる。 

○国語や算数への関心が高まっておらず、学

習することの意義を実感したり達成感や充

実感を味わったりできるようにする。 

・一人一台タ

ブレット型

ＰＣの活用

による個別

最適な学び

と協働的な

学びの一体

的な充実 

①全国及び市の学習状況調査の結果

を分析し、市教委による学力向

上カウンセリング研修を受ける

ことで、授業改善の視点や効果

的な手立てを学年ごとに設定

し、学校全体で主体的に学習に

取り組む態度の育成を図る。 

②不読率の改善に向け、学校図書館

等と連携を図り、朝読書をはじ

めとした読書活動を推進する。 

③各教科等のねらいの達成に向け、

一人一台タブレット型ＰＣを積極

的、効果的に活用した学習を推進

する。 

①学校自己評価に係るアンケートで

「真剣な学び／進んで学習」への

肯定的な回答の割合が、９０％以

上とすることができたか。さら

に、児童が行うワークテストの平

均点を９０点以上とすることがで

きたか。 

②読書環境を整備し、学校図書館の

貸出冊数を１人３０冊以上とする

ことができたか。 

③児童アンケートの調査結果によ

り、「授業中に、ほぼ毎日／週３

回以上ＩＣＴを使用しました」へ

の回答の割合が、８０％以上とす

ることができたか。 

①全国学力学習状況調査の分析と課題を

共有して授業に活かす校内研修を実施

するなど授業改善に取り組むことで、

学校自己評価に係るアンケートで肯定

的な回答の割合が、９４．３％となっ

た。また、ワークテストの平均点が、

８５．９点となった。 

②学校図書館司書や図書ボランティアと

連携し、週１回の朝読書をはじめ学年

の実態に応じた読書活動に取り組むこ

とで１人３９冊の貸出冊数となった。 

③市教委と連携したＩＣＴ研修等を実施

し、授業中のタブレット型ＰＣの使用

頻度が向上したことで児童アンケート

の調査結果が、８０％となった。 

Ａ 

・一人ひとりの学力に応じた個別

最適な学びの実現に向け、更な

る教職員の授業力向上を目指

し、児童の学力向上を図る。 

・児童が言葉を学び、感性を磨

き、表現力を高め、想像力を豊

かにするために学校図書館の環

境整備や読書習慣の形成を図る

などして読書活動を推進する。 

・市教委と連携を図りエバンジェ

リストを中心に校内研修を充実

させ、教職員のＩＣＴ活用能力

の向上と学校全体のＩＣＴ活用

率の向上に努める。 

 

・高学年の教科担任制、中学年

の交換授業等、先生によって

工夫があり複数の先生がクラ

スを見てくれていること、同

じ進度で授業が進んでいると

いうことに安心感がある。 

・図書ボランティアによる読み

聞かせ等の活動について引き

続き行い、本が好きな児童の

育成を目指してもらいたい。 

・授業参観を通してタブレット

を活用した授業を実践してい

ることが分かった。「学校の

学習が楽しい」と児童が実感

できる魅力ある授業を行って

ほしい。 

２ 

〈現状〉 

〇学校自己評価に係るアンケートで、「児童

は友だちと仲よく生活していますか」への

肯定的な回答の割合が、９０％を超えてい

る。 

〇施設の瑕疵等による児童の大きなけがは起

こらなかったが、施設の老朽化が進んでい

る。 

〈課題） 

〇児童一人ひとりの状況を的確に把握し、適

切なタイミングで組織的に支援していく。 

〇事故防止に向け、施設の点検を定期的に実

施し、危険な箇所の修繕を進め、安心・安

全な教育環境を維持していく。 

・児童一人ひ

とりへの細

やかな教育

支援・相談

に向けた校

内支援体制

の充実 

①児童理解を深めるため、生徒指

導、教育相談、校内支援体制を充

実させ、毎月の児童向けアンケー

トやにこにこ相談日を実施し、面

談等の記録を蓄積して、継続的に

把握できるよう努める。 

①学校自己評価に係るアンケートで

「教職員は、保護者や児童からの

相談や要望に対して、誠実に対応

していますか」への肯定的な回答

の割合が、児童９０％以上、保護

者８５％以上とすることができた

か。 

①多面的な児童理解と児童情報を共有で

きる組織づくりに力を入れ、教育的支

援の充実に取り組むことで、学校自己

評価に係るアンケートで肯定的な回答

の割合が、児童９３％、保護者９７％

となった。 

Ａ 

・引き続き、児童一人ひとりに寄

り添った教育的支援の充実に向

け、ＳＣやＳＳＷをはじめ関係

機関との連携を図り、迅速かつ

組織的な対応、児童や保護者と

の相談活動を行う。 

 

・子どもの表情を見て、気に

かけてくれる地域の方が多

くいること、困った時に相

談できる窓口が学校にある

ことがとてもありがたい。 

・民生児童委員等、地域から

家庭の様子を見守る体制を

つくっていきたい。 

・南門等、安全な学校のため

の修繕が進んだ一年であっ

た。リフレッシュ工事に向

け、引き続き安心安全な学

校づくりをしてほしい。 

・施設・設備

における安

全管理の徹

底 

②チェックシートを活用して点検項

目の共通理解を図り、毎月の安全

点検日に全職員で実施する。管理

職が毎日点検を行い、危険箇所や

修繕箇所の早期発見をし、その都

度関係機関と連携を図り、迅速な

対応を行う。 

②危険・修繕箇所の発見から対策を

立て、１か月以内に改善に向けた

対応を実施することができたか。 

②毎日の校内巡視と安全点検日に全教職

員で毎月確実に実施した。子どもの安

心安全を第一に考えて施設設備等の管

理に尽力し、事務職員を中心に教育委

員会と連携を図り、１か月以内に迅速

に対応した。施設の瑕疵等による児童

の大きな事故は起こらなかった。 

Ａ 

・引き続き、老朽化した施設の修

繕による環境整備と定期的かつ

確実な安全点検を実施する。 

 

・必要に応じて教育委員会との連

携を密に行い、学校安全の充実

と安全管理の徹底に努める。 

３ 

〈現状〉 

〇学校運営協議会において、目指す児童の姿

について熟議を積み重ね、自ら身出した課

題の解決に向けて協働し、児童を地域全体

で育てていくことを共有した。 

〈課題〉 

〇昨年度共有した目指す児童の姿を、家庭、

地域などに広め、地域に住み、地域に集う

全ての人々と共有できるようにする。ま

た、児童の育てたい力についてさらに熟議

し、その実現に向けた方策を定め、継続的

に行動する。 

・コミュニテ

ィ・スクー

ル を 通 し

た、より一

層 の 保 護

者・地域と

の連携 

①学校運営協議会や地域の会の情報

を発信し、目指す児童の姿等を広

く家庭や地域と共有できるように

する。 

②学校行事等について、学校に関わ

る人々がＨＰ上で閲覧できるよう

にし、学校の教育活動や児童の成

長に対する関心を高める。 

③地域人材(各種ボランティア)の確

保に向け、自治会回覧板や学校便

りで周知・募集し、効果的に活用

する。 

①学校自己評価に係るアンケートで

「保護者にとって通わせてよかっ

た学校／この地域にあってよかっ

た学校になっていると思います

か」への肯定的な回答の割合が、

９５％以上とすることができた

か。 

②学校自己評価に係る保護者アンケ

ートの回収率を７５％以上とする

ことができたか。 

③各種ボランティア人数を前年度比

１割増とすることができたか。 

①グランドデザインをもとに学校便りや

ＨＰ、懇談会等を利用して家庭、地域

へ学校経営方針の理解を求めることで

学校自己評価に係るアンケートで肯定

的な回答の割合が、９５％となった。 

②毎月の便りや各種チラシを始め、学校

の教育活動をＨＰで積極的に情報発信

した。学校自己評価に係る保護者アン

ケートの回収率が、８７％となった。 

③学校行事では必要に応じてボランティ

アを募り、地域人材の確保と活用に努

め、前年度比約６割増となった。 

Ａ 

・学校運営協議会において、目指

す児童像を共有し、家庭、地域

と連携を図る。 

 

・ＰＴＡと連携、協働し、地域人

材の確保と各ボランティア活動

を推進し、地域に根ざした信頼

される学校づくりを進める。 

 

・地域に根ざした学校づくりを

していくために、小中連携、

保幼小連携等を積極的に行っ

ていけるとよい。 

・小学校と中学校の連携につい

ては、今年度の実践からさら

に発展を目指し、小中の相互

授業見学、合同避難訓練等に

ついて計画的に実施していく

ようにする。 

・幼稚園、保育園等と継続的、

定期的に交流できるとよい。 

４ 

〈現状〉 

〇ＩＣＴを活用し「教える」から「学ぶ」へ

の授業改革を推進するため、研修主任が中

心となり研究を進めている。 

〇会議の精選やデジタル化、ペーパーレス化

をはじめ、業務改善に取り組んでいる。 

〈課題） 

〇高学年の教科担任制への移行に伴う研修体

制を確立し、児童及び教職員がＩＣＴ機器

をより一層活用する。 

〇時間外在校時間に個人差があり、学校業務

の負担感や多忙感が教職員に見られる。 

・教職員の資

質向上を図

る研修の充

実 

 

①実践研究を各チームで深めるた

め、一人一台タブレット型ＰＣを

活用した「さいたま市『アクティ

ブ・ラーニング』型授業」の一人

１研究授業を実施する。 

①「よい授業」アンケートの調査結

果により、平均値が１７．５ポイ

ント以上とすることができたか。 

①研修体制を一新し、学習活動の工夫や

ＩＣＴの活用による授業力向上に取り

組み、一人１研究授業を実施すること

で、「よい授業」アンケートの調査結

果の平均値が、１７．１ポイントとな

った。 

Ａ 

・学校課題研修を推進し、「学び

の指標」を生かして、学びのポ

イント（じ・し・ゃ・ク）の視

点に基づく授業改善を図り、Ｉ

ＣＴを活用した授業力の向上に

取り組む。 

 

・学校の業務改善のために

は、保護者・地域が担える

こともある。保護者の方に

は、登下校の見守りや旗ふ

り当番等の協力を引き続き

お願いしたい。 

・地域では、学校だより等を

紙で配付してもらっている

が、ペーパーレス化に向

け、ホームページからの閲

覧を周知していきたい。 

・学校業務の

改善と教職

員一人ひと

りに応じた

働き方改革

の推進 

②校務用端末を効果的に活用するな

どして、校務のＩＣＴ化による業

務改善を推進する。 

③一人で業務を抱えることがないよ

うチームワークを大切にし、学年

に留まらず学校全体で組織的に動

く。 

②教職員の時間外在校時間を月４５

時間以内とすることができたか。 

③学校自己評価に係る教職員アンケ

ートで「勤めてよかった学校」へ

の肯定的な回答の割合が、８５％

以上とすることができたか。 

②Ｆｏｒｍｓを最大限活用するなど校務

のＩＣＴ化を進め、時間外在校時間が

月平均２９時間となった。 

③組織的な対応の徹底と風通しの良い職

場づくりに努め、学校自己評価に係る

教職員アンケートで肯定的な回答の割

合が、９０％となった。 

Ａ 

・教職員の健康管理に努め、教職

員が毎日元気に子どもと向き合

える職場環境の充実に向け、引

き続き校務用端末を活用した校

務の効率化による業務改善に取

り組む。 

 


